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ラッピングバスに関する市民・バス利用者意識調査の結果について 

 

（１）目的 

市民・バス利用者に対するラッピングバスの浸透度を測るとともに、市民目線からみた 

意見を聴取することで、ガイドライン改定のための審議の参考とする。 

 

（２）概要 

 市民・バス利用者意識調査 

街頭配布 ｅモニター 

回答者数 バス利用者 423名 

（配布枚数：2,000枚） 

金沢市ｅモニター 214名 

（登録者数：250名） 

調査期間 ７月16日(金)，18日(日) ７月30日(金)～８月13日(金) 

調査方法 バス待ちの方に面談し、概要説明の

うえ調査票配布、郵送で回収 

事前登録したモニターが、インター

ネットで回答 

実施場所 金沢駅、武蔵ヶ辻、香林坊の各バス停 － 

 

（３）調査結果（以下、左側は街頭配布、右側はｅモニター） 

＜回答者の属性＞ 

・年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・居住地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 図のようなラッピングバスが、路線バスとして市内を走っていることを知っていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 最近１年間で、ラッピングバスに乗車したことはありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２－２ 乗車したことがある方にお聞きします。乗車する際、路線バスと認識できましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 車体の左右で異なる商品やデザインのラッピング広告になるとしたら、どう思いますか？ 

（現在は左右同じデザイン）（複数回答可） 
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問４ 市内を走行するラッピングバスは、ガイドラインに沿ってデザインされています。 

デザインについてどう思いますか？ 

Ａ．全体的に 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ．活力・賑わい 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ．まちなみとの調和 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 同じ企業が複数台のラッピングバスを走らせるとしたら、どんなデザインであれば良いと

思いますか？（現在は１企業１台まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 現在、ラッピングバスが約20台（路線バス全体の10%弱）走っています。 

台数が増えて見かける機会が多くなるとしたら、どう思いますか？（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ その他、ラッピングバスについてご意見がありましたらご記入ください。（自由記述） 

（街頭配布の主な意見） 

年齢 居住地域 意 見 

20歳 

未満 
金沢市内 

バス事業者の収益の為にも、１企業１台までではなく積極的に導入して良いと

思う。ラッピングバスによって景観が損なわれると意識したことはない。 

60代 

以上 
金沢市内 

大企業だけでなく金沢らしい歴史や町並みを感じさせるものや、工芸や商店な

どを盛り上げる共同出資のラッピングカーが走っていると素敵。 

50代 石川県内 
まちの景観を損ねない程度に、大胆且つ活気の感じられる広告がよいと思う。

コロナ後は”元気”が大切。 

40代 石川県外 
まちの景観を損ねるとは基本的には感じない。経済活性化につながり公共交通

維持のためなら積極的に取り入れるべき。 

60代 

以上 
金沢市内 

ラッピングバスの現在の比率が妥当。企業側には希少性で目立つのでメリット

がある。増えれば見なくなる。 

30代 石川県内 JRバスも北鉄バスもラッピングするとわかりにくい為、２社同時はさけるべき。 

50代 金沢市内 
伝統のクリーム地に赤帯デザインに統一してほしい。水引をモチーフにしたと

される赤帯のデザインこそTHE金沢らしさと思う。 

40代 石川県内 大学のラッピングバスは、スクールバスかと思ってしまう。 

（ｅモニターの主な意見） 

年齢 居住地域 意見 

60代 

以上 
金沢市内 

街並みに活気が出るので、非常に良い。デザインの規制がされており、「必要に

して十分」であると思う。現代の都市らしく、うれしく思う。 

20代 金沢市内 
ラッピングバスで少しでも広告収入が得られるなら、地域公共交通の確保の観

点からも、市はあまり厳しく規制をするべきではないのではないか。 

50代 金沢市内 企業だけでなく、県や市町の観光資源のPRにも活用すれば良いのではないか。 

50代 金沢市内 

見慣れたロゴや一般に周知されているキャラクターなら違和感がないが、人の

写真はあまりいい気持ちがしない。苦境のバス会社の広告収入のためにラッピ

ングは必要。路線バスと一見してわかれば乗車に問題はない。' 

50代 金沢市内 大学のラッピングバスを見たが学校の保有しているバスかと思った。 

40代 金沢市内 路線バスであることがわかりにくい。 

 


